
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナウイルス（オミクロン株）の感染は継続しており、発生（陽性）件数も第7波前の7月より10月の方が多

くなっています。また、クリニックでは、長引く熱や咳で繰り返し受診されるお子さんが目立ちます。 

気温が低くなり乾燥することで感染症が流行しやすい季節になってきました。 

✤こまめに水分をとる ことだけでも効果があります。 お子さんの年齢に合わせて声かけをお願いします。 
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朝晩の冷え込みが身に染みてくる季節になってきました。新型コロナウイルス感染症の患者数は10月末から再度増加しており、 

第8波に入ったと言われています。また、今シーズンは同じような症状の季節性インフルエンザの流行も懸念されています。 

小さいお子さんは体調の変化をうまく伝えることができません。また、症状だけでは区別がつきにくいことも多くあります。保護者や 

まわりの大人が「いつもと違う様子や症状がないかな？」と気をつけることで、早期受診につなげることができます。 

感染症が流行する冬に向け、感染対策を継続しながら、クリスマスやお正月など冬の楽しいイベントを過ごせるようにしていきましょう 

う。 

すこやかkidsクリニックでの感染症発生状況（2022年4～10月） 
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病児保育室ぽかぽか 保育士より 
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アデノウイルス

溶連菌

 

〈うるおす〉 
マスクの中の空気

が温まって乾燥を

防ぐので、喉のせ

ん毛が活発になっ

てウイルスを体内

から追い出すよ！ 

〈うつさない〉 
くしゃみをしてもウイ

ルスを含んだ「飛沫」

がマスクに引っかか

るから、周りにウイル

スが飛び散ることを

防げるよ 

 

 
鼻と口の両方をふさぐ 

 
ゴムひもを耳にかける 

 
隙間がないように鼻からあごまでおおう 

正しい 
マスクのつけ方 

マスクには 

～どんな効果があるの？～ 
 

 

 

【必ずマスクを着用する場面】高齢の方と会う時や病院に行くとき ※保護者やまわりの大人が子どもの体調に十分注意した上で

着用しましょう。病児保育利用時はできるだけマスクの着用にご協力ください。（原則２歳未満のお子さんは不要とします。） 



 

 
★病児保育の予約申し込み後に『病児利用前診察』を予約する  
病児保育利用には、連携クリニック(すこやかkidsクリニック)の『病児利用前診察』(利用可否の判断) 

が必要です。専用枠ができましたのでインターネットからお取りください。 

① あずかるこちゃんで予約申し込み （前日のAM7:00～予約可能） 

② 病児Web問診にて病状や受診状況を入力  

③ 連携クリニック(すこやかkidsクリニック)の受診予約をとる   

※なるべく前日の受診をお勧めします。 

(一次確定15:30～16:30の時点で証明書のある方が優先されるため) 
 

★『利用前診察証明書』を受けとりアップロードする 
クリニック受診時に、病児保育の利用が可能である旨の『利用前診察証明書』 

の発行を受けてください。証明書はあずかるこちゃんからアップロードをお願いします。 

(一次確定の15:30までにお願いします。) 
 

★利用前のコロナウイルス検査（セルフチェック検査）は必須としません   

(医師の判断により必要な検査を実施します) 
 

✤予約確定は、直近にて受診・診断が済んでいるお子さんが優先されます。 

✤お預かりしたお薬などで対応しても、お子さんの安楽が保てない場合 

（水分がとれない、ぐったりしている、半日以上排尿がないなど）は、 

保護者にご連絡することがあります。お子さんのためご協力ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ✤インフルエンザにかかったときの利用について✤ 
インフルエンザで病児保育室の利用をされる場合は、お子さんの 

インフルエンザワクチン接種（1回以上）が済んでいることが必要です。 

✤利用を予定される方は、お子さん自身の重症化予防 

のため、早めの接種をご検討ください。 
 

✤年末・年始のお休み✤ 
12月29日(木)～1月4日(水) ※1/4から翌日(1/5分)の予約ができます。 

 
病児保育室からのお知らせ 

 

 
～病児保育室の予約・利用についての変更点～ 

 病児保育室では、定員(4名)を超える利用申し込みが続いています。感染症が流行する季節にも入り、今後さらに利用が 

増えてくることも予想されます。そこで今回、予約から利用について下記の通り変更しています。 

ご確認いただき、保護者様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 
利用までにしていただくこと 

＜予約QR＞ 


